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最良近似とは被近似関数と近似関数との距離のような遠近が最小となる近似関数のことであ
る．また，この近似関数が多項式であるとき，この多項式のことを最良近似多項式と呼ぶ．遠
近を表す関数にはいくつかの種類があり，それぞれの関数を用いた最良近似の特徴付けや一意
性が知られている．今回，同様の特徴付けが成り立つ遠近を表す関数を組み合わせた遠近関数
というものを定義し，この遠近関数を用いた最良近似の特徴付けについて研究を行った．
C[a; b]は閉区間 [a; b]上で定義された実数値連続関数全体の集合とする．関数間の遠近を測る
ために f 2 C[a; b]に対し，
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 : a  c  d  b ; f(x) > 0; x 2 (c; d)又は f(x) < 0; x 2 (c; d)
を考え，近似関数の空間として，高々n次多項式全体から成る有限次元部分空間を考えた．
(C[a; b]; k  k1); (C[a; b]; k  k); (C[a; b]; k  k) における多項式から成る近似空間からの最良近
似の特徴付けと一意性については既に知られている．
本論文では k  k1; k  k; k  k を組み合わせた遠近関数 k  k; k  kを次のように定義した．
f 2 C[a; b]に対して，
kfk = maxfkfk1; kfkg
kfk = maxfkfk1; kfkg
とおいて，(C[a; b]; k  k); (C[a; b]; k  k)における最良近似多項式の特徴付けを考えた．
(C[a; b]; k  k)における特徴付けについては，k  k1; k  kを用いた時と同様の特徴付けが出来
ることが期待されたが，この特徴付けは常に成立するわけではないことが分かった．その原因
として関数値の符号の変化を考慮せず，積分値が最大となるように k  kを定義していたことが
考えられる．(C[a; b]; k  k)における特徴付けについては最良近似の存在を仮定すると，k  k
を用いた時と同様の特徴付けが出来ることが分かった．
本論文の最後に今後の課題として
(1) (C[a; b]; k  k)における最良近似の特徴付けとなる条件を考えてみる．
(2) C[a; b]における他の遠近関数を２つ与えて，(各遠近関数における最良近似の特徴付けはわ
かっているものとする) その２つの遠近関数を用いた最良近似の特徴付けを考察する．
を挙げた．
